
令和６年度事務事業評価（令和５年度事後評価） 地域振興部

所属名 事務事業名 ページ番号
スポーツ振興課 スポーツ少年団育成事業 2
スポーツ振興課 スポーツきっかけづくり推進事業 3
スポーツ振興課 スポーツ推進委員協議会活動推進事業 4
スポーツ振興課 総合型地域スポーツクラブ支援事業 5
スポーツ振興課 さが桜マラソン大会開催事業 6
スポーツ振興課 スポーツボランティア登録・養成事業 7
スポーツ振興課 各種スポーツ大会開催補助事業 8
スポーツ振興課 公益財団法人佐賀市スポーツ協会との連携経費 9
スポーツ振興課 市民スポーツ大会開催経費 10
スポーツ振興課 校区対抗駅伝大会開催事業 11
スポーツ振興課 県民スポーツ大会関連負担金 12
スポーツ振興課 スポーツ合宿推進事業 13
スポーツ振興課 スポーツ指導者育成事業 14
スポーツ振興課 各種大会出場助成事業 15
スポーツ振興課 アスリート育成支援事業 16
スポーツ振興課 プロスポーツチーム連携事業 17
スポーツ振興課 佐賀バルーナーズ連携事業 18
スポーツ振興課 サガントス交流宣言事業 19
スポーツ振興課 佐賀市民運動広場運営事業 20
スポーツ振興課 佐賀市立体育館・テニスコート運営事業 21
スポーツ振興課 市立野球場・弓道場管理運営事業 22
スポーツ振興課 嘉瀬川河川敷グラウンドの管理運営 23
スポーツ振興課 佐賀勤労者体育センター運営事業 24
スポーツ振興課 学校体育施設開放事業 25
スポーツ振興課 西神野運動広場運営事業 26
スポーツ振興課 春日運動広場管理運営事業 27
スポーツ振興課 富士運動広場管理運営事業 28
スポーツ振興課 三瀬グラウンド管理運営事業 29
スポーツ振興課 三瀬勤労福祉センター管理運営事業 30
スポーツ振興課 三瀬プール管理運営事業 31
スポーツ振興課 東与賀運動公園体育施設管理運営事業 32
スポーツ振興課 久保田グラウンド・補助グラウンド管理運営事業 33
スポーツ振興課 諸富文化体育館・諸富公園体育施設管理運営事業 34
スポーツ振興課 大和勤労者体育センター・大和中央公園体育施設管理運営事業 35
スポーツ振興課 スポーツパーク川副・川副運動広場管理運営事業 36
スポーツ振興課 佐賀市健康運動センター管理運営事業 37
スポーツ振興課 富士しゃくなげ湖水上競技場施設管理運営事業 38
スポーツ振興課 健康運動センター施設維持管理経費（通常修繕） 39
スポーツ振興課 諸富文化体育館改修事業 40
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事務事業進捗報告シート

60 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
目標達成には至っていないが、加盟団体数や加盟団員数は、新型コロナウイルス感染症の影響
から回復し、増加傾向となっている。

成果目標達成に向けた対応策等

スポーツ少年団の活動を充実させ、加盟団加入促進のための交流大会等や各種目での体験会を実施することで、加盟団体の増加
を図る。また、大会結果やクラブの紹介等の情報発信をすることにより、スポーツ少年団の知名度を上げる。さらに、若年指導者の育
成にも努めたい。

665
700 730 760 850

726 755 806

43 43 45

成果指標② 単位

加盟団員数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

加盟団体数 団体

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

45
46 47 48 49

うち佐賀市の
負担額

2,328 2,673 2,644 2,720

　　事業総額 2,328 2,673 2,644 2,720

佐賀市スポーツ少年団大会（７月、９月）
佐賀市親子シップス交流大会（１１月）
佐賀市⾧杯ミニバスケットボール大会（１２月）
指導者・保護者研修会（３月）

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市内に居住する児童、生徒(小学生・中学生)

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 スポーツ少年団育成事業 事業期間 昭和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的

生涯学習・情操教育・地域とのつながりを柱に、いろいろな種目の少年スポーツクラブが、スポーツ少年団に結集し、
体力増進、リーダーの養成、交流、研修を行う。スポーツ少年団は日本最大の青少年団スポーツ団体で、小学生
を中心に、中学生、高校生まで加入できる。市は佐賀市スポーツ少年団に対し補助を行うとともに、事務局として
団の運営を支援し、少年団の普及と育成及び活動の活性化を図り、青少年の健全な育成に資する。
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事務事業進捗報告シート

60 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
ニュースポーツの普及により出前講座の参加人数は目標を大きく上回った。佐賀市まなざしスポー
ツ・レクリエーション祭は、新型コロナウイルス感染症の影響により、ここ数年減少していた参加人
数が、回復傾向にあるものの、以前の参加人数までは回復していない。

成果目標達成に向けた対応策等

出前講座については、地域のスポーツ推進委員と連携し、学校やPTA、老人会、子ども会などの団体に対して、効果的な広報を行う
ことで開催回数、参加者数の増加を図っている。市まなざしスポーツ・レクリエーション祭についてはニュースポーツを知らない市民も気
軽に参加できるように広報を強化したり、他のイベントと連携することで、参加者数の増加を図る必要がある。

254
265 280 290 300

－ 165 207

286 496 1505

成果指標② 単位

まなざしスポーツ・レクリエーション祭参加人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

出前講座参加人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

471
500 600 700 800

うち佐賀市の
負担額

482 287 496 465

　　事業総額 482 287 496 465

出前講座
ニュースポーツ用具の整備、貸出
市まなざしスポーツ・レクリエーション祭

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民全般

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 スポーツきっかけづくり推進事業 事業期間 昭和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的

年齢や性別、体力、障がいの有無に関わらず、誰もが気軽に楽しめるニュースポーツの特⾧を生かし、地域スポーツ
の普及、推進の手段の一つとして、ニュースポーツ用具の整備、貸し出しなどを行うとともに、佐賀市スポーツ推進委
員と連携を取りながら、佐賀市まなざしスポーツ・レクリエーション祭や、各地区での出前講座などを行い、ニュース
ポーツの指導、普及に努める。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
各校区において、ニュースポーツ教室を定例的に実施され目標を大きく上回った。佐賀市まなざ
しスポーツ・レクリエーション祭は、新型コロナウイルス感染症の影響により、ここ数年減少していた
参加人数が、回復傾向にあるものの、以前の参加人数までは回復していない。

成果目標達成に向けた対応策等
スポーツ推進委員は、地域に根ざしたスポーツ推進に欠かせない存在となっているが、一方で地域によっては認知度が低く、活動が停
滞している校区も見受けられる。健康づくりの面でもスポーツの実施は重要であり、スポーツ推進委員の活動に対する期待は大きく、
今後も実技研修会等を通して、個々のレベルアップを図り、ニュースポーツの普及や地域スポーツの推進のための更なる活動が必要
である。

254
265 280 290 300

－ 165 207

3,189 10,806 11,648

成果指標② 単位

まなざしスポーツ・レクリエーション祭参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

各校区開催ニュースポーツ教室参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

6,901
7,000 7,100 7,200 7,300

うち佐賀市の
負担額

5,070 3,253 5,282 4,738

　　事業総額 5,070 3,253 5,282 4,738

定例研修会、各専門委員会（総務、事業、研修）、理事会、研究大会等を開催。
地域イベント、他団体イベントでのニュースポーツ指導の実施。
市まなざしスポーツ・レクリエーション祭

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民全般

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 スポーツ推進委員協議会活動推進事業 事業期間 昭和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的

市が計画する各種大会等への協力、地域でのニュースポーツの普及などの活動を行っている。また、スポーツ推進
委員相互の資質向上を図るため、総務委員会、研修委員会、事業委員会の各専門委員会を定期的に開催
し、協議・研修を行っている。さらに、佐賀市の委託でまなざしスポーツ・レクリエーション祭を開催し、市民スポーツ、
レクリエーションを普及する。
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事務事業進捗報告シート

17 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
１クラブが新たに設立されたことや、各クラブの会員募集の啓発活動が会員数の目標達成につ
ながっている。

成果目標達成に向けた対応策等
第２期スポーツ基本計画では、総合型地域スポーツクラブの質的充実が求められている。総合型地域スポーツクラブの普及は、ス
ポーツ人口増の解決策となり得るだけでなく、地域のつながりを強める上でも重要な施策である。県・地域機関と連携を深め、啓発
活動に努める。また、平成２７年度に設立した「佐賀市総合型地域スポーツクラブ連絡会」を通じて、総合型クラブ間での情報交
換や交流の機会を設け、各クラブの自立促進を図る。

1,190 1,166 1,507

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

総合型地域スポーツクラブ会員数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,097
1,120 1,150 1,180 1,200

うち佐賀市の
負担額

46 34 0 174

　　事業総額 46 34 0 174

佐賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会研修会へ出席し、県内各クラブ及び先進都市におけるクラブとの情
報交換を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 総合型地域スポーツクラブ支援事業 事業期間 平成

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的

総合型地域スポーツクラブとは、地域住民が出し合う会費や寄附により自主的に運営するクラブのことである。多世
代、多種目、多志向で活動していくことにより、スポーツの振興のみならず、地域の核としてコミュニティ形成を図る。
市民への周知を進め、意識醸成をはかり、既存の総合型地域スポーツクラブに対しては、広報等で支援するととも
に、新規クラブの設立に向け、２年間の設立支援補助を行う。
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事務事業進捗報告シート

24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
参加申込時点では参加定員（目標）に達したが、当日、雨天の影響で出走者が減ったことに
より目標数に届かなかった。ボランティアに関しては、地元自治会の高齢化により団体での応募が
減っている。

成果目標達成に向けた対応策等

成果指標①（マラソン大会参加者数）・・・ランナーにとって安心安全な会場の環境づくり及び沿道応援や佐賀の特産物のふるま
いなどのおもてなしの充実を図る。
成果指標②（ボランティアスタッフ数）・・・大会に向け、コース沿線住民や市内の事業所など佐賀市民の機運醸成を図る情報発
信を行い、楽しみながら、活動ができる環境づくりを実施する。

－
3,000 3,100 3,100 3,100

－ 2,600 2,200

2,218 7,816 8,125

成果指標② 単位

ボランティアスタッフ数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

マラソン大会参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

2,943
10,000 10,000 10,000 10,000

うち佐賀市の
負担額

4,347 4,498 16,707 17,968

　　事業総額 11,259 10,610 25,310 24,518

さが桜マラソン2024大会を佐賀新聞社、佐賀陸上競技協会、佐賀県、佐賀市、神埼市の５団体から構成され
た主催団体により開催・運営した。
〇ランナーズナイト（前夜祭）の開催
〇桜ステーションの運営
〇花いっぱいプロジェクト　等

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民全般

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 さが桜マラソン大会開催事業 事業期間 平成

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的

さが桜マラソンを開催することにより、多くの市民にスポーツをする（ランナー）、みる（応援）、ささえる（ボランティ
ア）活動への参画を推進する。
■主催　佐賀新聞社、佐賀陸上競技協会、佐賀県、佐賀市、神埼市
■日時　３月第３または第４日曜日に開催
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事務事業進捗報告シート

4 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない ボランティア登録者数は、わずかに増加したものの、目標達成には至らなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

スポーツボランティアの必要性ややりがいを広く広報することで、ボランティアに関心を持っていただき、人材の確保に努める。また、登録
者には参加しやすい環境づくりや個々のレベルアップに対する養成のための研修会を開催するなど人材育成にも努める。

65 72

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

ボランティア登録者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100 150

うち佐賀市の
負担額

487 185

　　事業総額 487 185

・スポーツボランティアへの登録者を増やすため、チラシを配布するなど広報活動を実施した。
・ボランティアの魅力とやりがい、存在意義を伝えることによりボランティア参加の機運醸成を図るため、スポーツボラン
ティア研修会を実施した。
・登録者に対し、ボランティア情報を周知することでボランティア活動の機会の創出を図った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民及び佐賀市に在学・在勤の18歳以上の者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 スポーツボランティア登録・養成事業 事業期間 令和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的
スポーツを「ささえる」人材を佐賀市スポーツボランティアとして登録し、ボランティアが活躍できる環境を提供すること
により、市民のスポーツとの関わりを把握するとともに、スポーツを「する」人材の参加促進が相乗的に得られる良好
な環境を創出する。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
新型コロナウイルス感染症の影響による大会中止等により、減少していた大会参加人数は回復
傾向にあるものの、目標達成には至らなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

大会を支えるスポーツ指導者や地域スポーツ団体、また、選手やボランティアの参加促進を図り、一般市民のスポーツ（「する」、「ささ
える」）に対する関心を高める。また大会情報を広く周知し、観客を増やすことで大会の盛り上げに努める。

50.8
52 55 58 60

50 50.6 54.5

143 1,566 1,974

成果指標② 単位

日常的に（週に１回以上）スポーツをしている市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

大会参加人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

143
2,600 2,650 2,700 2,750

うち佐賀市の
負担額

100 100 100 260

　　事業総額 100 100 1,800 2,660

土井旗土井杯争奪思斉館剣道大会、むつごろうCUP車いすバスケットボール大会、三瀬旗少年剣道大会、富士
しゃくなげ湖ハーフマラソン大会、郡市対抗県内一周駅伝大会

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民全般

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 各種スポーツ大会開催補助事業 事業期間 昭和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

スポーツの競技大会は参加する競技者にとって日ごろの練習の成果を発揮する場であると同時に、市民にとってはアスリートの姿
を目にすることができる絶好の機会になり、競技力向上や競技人口の増加にもつながる。生涯スポーツ、競技スポーツどちらにお
いても推進を図っていくために必要な支援でスポーツ大会開催団体へ補助金を交付し、大会の円滑な運営を図る。補助を通し
てより充実した大会が開催されることによりスポーツへの参加を促し、周知啓発に資する。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
大雨により、市民スポーツ大会の陸上競技が中止になったこと等から、参加者数が減少している。
新型コロナウイルス感染症の影響から回復し、日常的に（週に１回以上）スポーツをしている市
民の割合は、増加した。

成果目標達成に向けた対応策等

公益法人として公益目的事業の推進が必要であり、今後スポーツ大会のほか、スポーツが苦手な人や初心者が参加しやすいスポー
ツ教室の拡充等事業展開に加え、少年スポーツにおける指導者向けの研修会の開催を連携しながら行っていきたい。

50.8
52 55 58 60

50 50.6 54.5

5,465 6,135 5,526

成果指標② 単位

日常的に（週に１回以上）スポーツをしている市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

佐賀市スポーツ協会主催事業等参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,063
6,500 6,700 6,900 7,000

うち佐賀市の
負担額

32,985 31,655 37,691 37,363

　　事業総額 32,985 31,655 37,691 37,363

各種大会やスポーツ教室等の開催、市主催スポーツイベントへの協力等により、佐賀市のスポーツ振興、並びに普
及活動を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 公益財団法人佐賀市スポーツ協会との連携経費 事業期間 昭和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

公益財団法人佐賀市スポーツ協会（佐賀市スポ協）は、校区体協・スポ協の育成、種目競技団体の育成、選
手の強化、大会の開催等の事業を通し、市民の体力向上とスポーツ精神の高揚を図り、市民の健全な心身の発
達に取り組む団体である。スポ協に補助金を交付することにより、スポ協と連携して佐賀市の社会体育の健全な普
及・発展を推進する。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
全競技の開催を予定していたが、雨天の影響で中止した競技もあり、参加チーム数、参加者数
ともに目標までは達していない。

成果目標達成に向けた対応策等

競技人口の減少、あるいは参加校区が少ない競技種目については、競技団体や校区体育（スポーツ）協会に対しスポーツ体験
教室や校区内での大会開催を働きかけて底辺の拡大を図る。また、他の行事と重ならないような日程調整を行い、競技実施者へ
の周知を徹底することで参加人数、参加校区の増加を図る。参加者及び競技団体より、実施の要望がある競技については、随時
検討していく。

ー
6,000 6,200 6,200 6,200

4,374 4,930 4,038

339 369 311

成果指標② 単位

市民スポーツ大会参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

市民スポーツ大会参加チーム数 チーム

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
480 500 500 500

うち佐賀市の
負担額

47 2,813 3,280 3,129

　　事業総額 47 2,813 3,280 3,129

令和5年度第76回佐賀市民スポーツ大会は、得点競技18競技、オープン競技7競技で開催した。令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 市民スポーツ大会開催経費 事業期間 昭和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

■概要　市民スポーツの祭典として、市内各会場で競技を行い、小学校区及び地区対抗で得点を競う。競技に
よっては県民スポーツ大会の予選を兼ねている。得点競技19競技、オープン競技８競技により開催している。
■目的　市民のスポーツに参加する意欲と関心を盛り上げ、スポーツが生活の中に密着し、健康で明るい郷土づく
りに寄与するため、市民スポーツの祭典として開催する。
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
新型コロナウイルス感染症の影響から回復してきており、大会参加校区、参加者数ともに増加し
ているが、目標達成には至らなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

佐賀市内の校区体協・スポ協区域別の大会であるが、すべての校区体協・スポ協からの参加に至っておらず、全校区参加での開催
が課題に挙げられる。今後、参加していない校区への参加の呼びかけを積極的に行う。また、人口の少ない校区については、他校区
との合同参加を検討してもらうことで、参加者数の増加を図る。また、観戦に対して積極的に広報することで大会の認知度を上げ市
民のスポーツに対する関心を高める。

ー
300 300 300 300

－ 217 268

－ 19 27

成果指標② 単位

参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

大会参加校区 区

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
29 29 29 29

うち佐賀市の
負担額

62 30 146 164

　　事業総額 62 30 146 164

令和５年度第７２回佐賀市校区対抗駅伝大会を令和６年１月２８日に開催した。令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 佐賀市民

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 校区対抗駅伝大会開催事業 事業期間 昭和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

市と（公財）佐賀市スポーツ協会が共催し、佐賀市陸上競技協会に競技運営を委託しており、各地区体協・
スポ協へ参加チームを募り、大会を開催する。駅伝競技に親しむことにより健康と体力の維持・増進を図る。また、
開催の情報を広報し、観戦することにより市民のスポーツに対する関心を高める。佐賀市干潟よか公園周辺にて
６区間23.3㎞で開催する。
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事務事業実績報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

546 350

令和５年度は、鹿児島国体、プレ大会、全国大会の開催日の都合により、県民スポーツ大会の実施が困難であると予想されたため
得点方式ではなく、交流形式で実施された。
市民のスポーツへの関心を喚起させるため、大会開催の周知や佐賀市選手の結果報告をホームページなどに掲示し、情報発信を積
極的に行う。

佐賀市出場選手数 人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

320 －

活動実績② 単位

活動実績① 単位

佐賀市出場競技数 競技

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

12 － 19 13

　　事業費総額 436 42 724 343
うち佐賀市の
負担額

436 42 724 343

根拠法令等 県民スポーツ大会総則

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

県民スポーツ大会に参加することにより、競技力向上を図る。また、大会についての情報を提供し、大会を見ること
により市民のスポーツに対する関心を高める。
県民スポーツ大会は、県民の間にスポーツを普及振興し、スポーツ精神の高揚を図り、明るく豊かな県民生活の進
展に寄与することを目的とし、毎年10月第3土曜、日曜日に20競技33種別で開催される。開催地は、県内を4
ブロックに分け、持ち回りで開催。佐賀市は、多久市、小城市と同ブロック。

事業の対象者 大会参加選手、役員

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

令和6年度

事務事業名 県民スポーツ大会関連負担金 事業期間 昭和
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事務事業進捗報告シート

26 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 スポーツ合宿推進事業 事業期間 平成

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

市内でスポーツ合宿を行うアマチュア団体に延べ宿泊数に応じて補助金を交付し、スポーツ合宿による交流人口の
拡大を図る。佐賀市スポーツキャンプ誘致・交流推進協議会において、国内外のトップレベルチームの合宿・キャン
プの誘致、受入れ、市民との交流の機会創出に取り組み、トップレベル選手のトレーニングの様子を見たり、選手等
との交流をきっかけにして日常的にスポーツを行う市民を増やす。

事業の対象者 市外の中学生以上のアマチュアスポーツ団体、プロ、国内・海外代表スポーツチーム等、選手等と交流する市民

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツコンベンション係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

・スポーツ合宿補助金の交付　延べ11団体
・トップレベルチーム等合宿の受入れ　1団体

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

5,459 2,329 3,036 3,842

　　事業総額 5,459 2,329 3,036 3,842

成果指標① 単位

スポーツ合宿実施団体 団体

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

3
7 8 9 10

6 7 12

成果指標② 単位

日常的に（週に1回以上）スポーツを行っている市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
新型コロナウイルス感染症による制限が緩和され、国内で国際スポーツ大会等が開催されるよう
になったことで、合宿の相談や実施件数が増加。市民がスポーツに関わる機会も増えてきている。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポ開催時のおもてなし活動や合宿誘致パンフレット配布等のPR活動を実施することで、本市の合宿適地としての認
知度を高めて合宿実施団体の増加を図る。また、国内外のトップチームの合宿やキャンプの際に、スポーツ教室や指導者講習の実施
に加え、HP、SNS等の媒体を活用して公開練習の見学を促し、市民のスポーツ実施意欲を高める。
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事務事業進捗報告シート

18 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない 参加者数は増加傾向にあるものの、目標達成には至らなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

平成２７年度に策定した「少年スポ―ツのあり方についての取組方針」について、スポーツ指導者及び保護者に対し周知を図り、市
が作成した指導者教本を用いて適正な指導を行っていく。また、公的な指導者資格の取得についての啓発を行っていく。

22 41 63

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

研修会参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

54
70 80 90 100

うち佐賀市の
負担額

808 111 221 285

　　事業総額 808 111 221 285

少年スポーツ指導者・保護者及び競技団体等に対して、少年スポーツ研修会を開催した。
所定の資格を取得しようとする少年スポーツ指導者に対し、資格取得にかかる経費の一部を助成した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 少年スポーツ指導者・保護者、競技団体

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 スポーツ指導者育成事業 事業期間 平成

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的

ジュニア期は生涯を通じてスポーツと関わる習慣を身につける重要な準備期であることから、勝利至上主義を見直
し、少年スポーツのあり方や適正な指導方法を指導者、保護者に啓発する必要がある。
少年スポーツ指導者や保護者に対して、ジュニア期におけるスポーツのあり方等についての講演会や研修会を開催
し、指導に関する最新の情報を入手し、少年スポーツ指導における正しい指導法確立を支援する。
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事務事業進捗報告シート

28 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り
成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
小中学生に対する激励金の交付人数は、目標を大きく達成しているが、前年度に比べ減少して
いる。また、全国高等学校大会に出場する高校に対する補助金の交付件数は増加している。

成果目標達成に向けた対応策等

より多くの小中学生及び高校生が大会へ出場できるよう、競技人口の少ない競技など広く支援していく。また、激励金や補助金の制
度を広く周知する。

130
500 520 540 560

333 666 632

3 4 7

成果指標② 単位

激励金交付人数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果指標① 単位

補助金交付件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

3
5 7 9 10

うち佐賀市の
負担額

1,049 2,469 4,937 5,484

　　事業総額 1,049 2,469 4,937 5,484

九州大会以上の大会に出場する小中学生及びスポーツ競技の全国高等学校大会に出場する高校に対し、激励
金、補助金を交付する。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

事業の対象者 市内小中学生及び高校生

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和6年度

事務事業名 各種大会出場助成事業 事業期間 平成

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的
小中学生及び高校生にとってスポーツの競技大会への出場は、日ごろの練習の成果を発揮する場であり、九州及
び全国規模の大会に出場することは競技力の向上にもつながる。激励金、補助金を交付することにより、競技ス
ポーツの推進を図る。
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事務事業進捗報告シート

5 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 アスリート育成支援事業 事業期間 令和

基本事業 競技スポーツの推進

事業概要・目的
競技スポーツの推進を目的として、県や関係機関と連携し、アスリート育成のための支援をすることで、競技力向上
を図る。市外・県外の高校生が入寮し、競技に打ち込める環境を提供することで、競技力向上が図られ、市内在
住の高校生と共に切磋琢磨することで、競技全体のレベルアップを図る。

事業の対象者 合同会社ＳＡＧＡいくすと

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツ係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

アスリート寮「AdmiS　ON SAGA」の運営経費の補助を行った。令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,000

　　事業総額 2,000

成果指標① 単位

入寮生 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

50

48

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和5年度は基準値となるため、令和6年度の実績結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

県や関係機関と連携し、情報発信を行い、魅力を伝えることで、入寮生の増加につなげる。さらに、市内在住の高校生と共に切磋琢
磨することで、市内のアスリートの競技力向上を図る。

46
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目標 実績
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事務事業進捗報告シート

2 ~ 5

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 プロスポーツチーム連携事業 事業期間 令和 令和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的
本市と関連があるプロスポーツチームへの関心を喚起し、市民にスポーツの素晴らしさを伝え、スポーツ実施のきっか
けづくり、SAGA2024国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会への機運を醸成するとともに、中心市街地に
人の流れを誘導して地域の賑わいを創出する。

事業の対象者 市民等

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツコンベンション係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

プロスポーツ選手等のトークショー、３×３バスケットボール大会、エクストリームスポーツパフォーマンス・試乗体験、
キッズダンス、全障スポ競技体験等のイベント「スポテンSAGA2023」を実施した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

0 0 0 11,963

　　事業総額 16,407 13,994 13,988 11,963

成果指標① 単位

参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

2,000
5,000 5,000 5,000

2,500 2,200 4,400

成果指標② 単位

日常的に（週に1回以上）スポーツを行う市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
目標は達成できていないものの、今回は初めて新型コロナウイルス感染症による制限がない開催
となり、駅前交流広場で同日に開催された国スポ・全障スポイベントと連携して回遊を図り、過去
最高の参加者数となった。

成果目標達成に向けた対応策等

プロスポーツチームと連携したスポテンは国スポ・全障スポの機運醸成を目的の一つとしていたため、令和５年度で終了。3×3やス
ケートボード等のアーバンスポーツについては、引き続き、パフォーマンスや体験会等を実施し、スポーツ実施のきっかけづくりや地域振興
を図る。
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事務事業進捗報告シート

2 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀バルーナーズ連携事業 事業期間 令和

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的
佐賀市をホームタウンとして活動するプロバスケットボールチーム「佐賀バルーナーズ」と締結した連携協定に基づき、
B１リーグ戦ホームゲームへの集客支援策を講じて、市民がスポーツ観戦を楽しむ機会を創出するとともに、交流
人口の拡大による地域経済の活性化を図る。

事業の対象者 市民、佐賀バルーナーズを応援する市民等

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツコンベンション係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

Ｂ１リーグ戦ホームゲーム観戦特典付きチケット・値引チケット販売等11,312枚、佐賀市マッチスポンサーの開催
２試合（2/3・4）、市民等観戦招待7試合1,924人、ホームタウン連携広報（テレビCMや新聞等の各種媒
体を活用した広報、ラッピングバスの運行等）、子育てママのスポーツ教室の開催16回、「夢」先生の開催（佐
賀市内中学校３校）佐賀県プロバスケットボール振興協議会へ負担金拠出（バスケット巡回スクール:保育
園・幼稚園11園、小学校８校、バスケットボールクリニック:小学４年生～中学３年生39人　等）、アウェイ戦
パブリックビューイング開催１回

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

588 2,108 7,503 7,304

　　事業総額 588 5,754 21,264 52,599

成果指標① 単位

ホームゲーム観戦者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

17,488
22,400 48,048 120,000 135,000

16,351 40,164 151,827

成果指標② 単位

日常的に（週に1回以上）スポーツを行う市民の割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
8,400人収容可能なSAGAアリーナでホームゲームが開催され、2023-24シーズンの平均観戦
者数は5,061人とB1リーグの中でも上位を記録し、市民等のスポーツへの関心が高まっている。

成果目標達成に向けた対応策等

地域に根差した「市民クラブ」を目指し、選手等が直接市民等と触れあう機会を増やすことで認知度を高め、スポーツへの関心や観
戦のきっかけにつなげるとともに、更に、観戦がスポーツ実施のきっかけとなるように、チームを活用した様々な取組みを実施していく。

50.8
57 58 59 60

50 50.6 54.5

0

100000

200000

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

40

50

60

70

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

18



事務事業進捗報告シート

19 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 サガントス交流宣言事業 事業期間 平成

基本事業 生涯スポーツの推進

事業概要・目的
まちづくりの一環としてプロスポーツを通した青少年の人材育成、スポーツ振興等を図ることを目的にサガン鳥栖と締
結した交流宣言に基づき、両者の広報媒体を活用した広報協力を行い、サガン鳥栖の活動を通してスポーツへの
関心を喚起するとともに市民のスポーツ実施率を向上させる。

事業の対象者 市民、サガン鳥栖を応援する市民等

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　スポーツコンベンション係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち         

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

マッチスポンサーの実施１回（9/2）
地域担当選手（中野伸哉選手→楢原慶輝選手）の配置による情報発信
巡回サッカー教室の実施　小学校５校
サガン鳥栖「夢」先生の実施　中学校３校
サガン鳥栖ホームゲーム及びサガン鳥栖U-18の試合結果の広報 32回

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

4,671 4,552 1 2

　　事業総額 4,671 26,403 11,864 11,852

成果指標① 単位

日常的に（週に1回以上）スポーツを行う市民の割合 %

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

50.8
57 58 59 60

50 50.6 54.5

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
目標は達成できていないものの、イベントでの選手等との交流や地域担当選手による情報発信
等、市民等へ働き掛けをしたことで、市民がスポーツに関わる機会が増え、スポーツを実施する市
民の割合も増加している。

成果目標達成に向けた対応策等

マッチスポンサーやサッカー教室、「夢」先生などで、子どもたちが選手やコーチ等との直接の触れ合いを継続し、運動・スポーツの楽しさ
を感じる機会を創出し続けるとともに、地域担当選手等を積極的に活用して、運動・スポーツへの関心を持ち、実施するきっかけとな
るよう発信していく。
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事務事業進捗報告シート

1 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀市民運動広場運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(面積)19,548㎡野球1面、ソフトボール1面、サッカー1面、夜間照明(開館時間)日の出から午後9
時まで。

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成28年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、グラウンド整備等、施設の
適正な管理・運営を図っている。平成28年度から令和2年度の更新を経て、令和３～７年度までの指定管理者
は(公財)佐賀市スポーツ協会。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催やスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,100 1,208 1,208 2,250

　　事業総額 1,100 1,208 1,208 2,250

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

27,116
30,000 31,500 32,000 32,500

27,470 29,730 29,153

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない 新型コロナウイルス感染症が5類に移行されたが、利用者数・稼働率は横ばい状態である。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポの駐車場として使用されるため、利用者数の減少が予想されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにス
ポーツに触れる機会を提供し、国スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。
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事務事業進捗報告シート

8 ~ 年度

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀市立体育館・テニスコート運営事業 事業期間 平成

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

基本事業

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(競技場)1,221㎡バレーボール・バスケットボール2面、バドミントン8面、卓球台14台
トレーニング室、ミーティング室、テニスコート砂入り人工芝8面、夜間照明（午前9時から午後9時30分）

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

平成18年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
体育館の空調設置、テニスコートの人口芝及び照明設備の改修工事を行ったことで、スポーツ大会の開催やスポー
ツ利用の促進に取り組んだ。

令和5年度
主な活動実績

うち佐賀市の
負担額

16,637 15,543 13,467 14,748

　　事業総額 16,637 15,543 13,467 14,748

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100,781
110,000 120,000 125,000 123,000

101,175 83,346 108,606

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
空調設置工事やテニスコートの改修工事が完了したことで、前年度よりも利用者数・稼働率がと
もに増加した。

成果目標達成に向けた対応策等

工事が完了し運営を再開したことで、利用者数が増加傾向にあるため、更なる増加を目指し施設の広報に取り組む。また、国スポ・
全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会を提供し、あらためて施設の利用促進を図る。
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事務事業進捗報告シート

8 ~ 年度

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 市立野球場・弓道場管理運営事業 事業期間 平成

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

基本事業

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】野球場(面積)12,613㎡(観客席)内野2,400人（開館時間）午前9時～季節により変動
弓道場(近的)28m、10人立(遠的)60m、6人立(開館時間)午前9時～午後9時30分

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

平成18年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催やスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

うち佐賀市の
負担額

17,124 18,535 17,637 17,563

　　事業総額 17,124 18,535 17,637 17,563

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

18,931
19,000 19,500 20,000 20,500

22,182 24,662 24,284

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
弓道場は高校生の団体利用の増加により、利用者数も増加したが、野球場は大雨や台風等の
影響により、利用者数が減少した。全体としては、利用者数・稼働率とも横ばい状態である。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会の提供や広報に取り組み、あらためて施設の利用促進を図る。ま
た、施設認知度を上げる方策を検討しながら、大会開催や新規利用者の増加を当面の目標とする。
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事務事業進捗報告シート

53 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 嘉瀬川河川敷グラウンドの管理運営 事業期間 昭和

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的
市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(面積)52,890㎡ 野球4面、(開館時間)日の出から日没まで

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

グラウンドの整地や清掃等の維持管理に関しては競技団体に業務委託。
市民相談コーナーにて、施設の利用申請の受付を行った。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。
大雨の影響で、一時的に施設の利用を停止した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,434 1,288 856 1,196

　　事業総額 1,434 1,288 856 1,196

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

869
1,500 2,000 2,100 2,200

1,568 1,273 1,467

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
大雨の影響により、グラウンドの使用不可日があったため、稼働率は前年度から減少した。利用
者数は目標達成できなかったが、団体利用や大会等が増えたため、利用者数は昨年度よりも増
加した。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポの駐車場として使用されるため、利用者数の減少が予想されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにス
ポーツに触れる機会を提供し、国スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。
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事務事業進捗報告シート

55 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀勤労者体育センター運営事業 事業期間 昭和

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(アリーナ)1,085㎡ バレーボール・バスケットボール2面、バドミントン8面、卓球台14台(2階)140
㎡、(開館)午前9時～午後9時30分

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成18年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

13,725 13,582 13,958 13,861

　　事業総額 18,816 15,146 13,958 13,861

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

44,095
48,000 52,000 54,000 56,000

46,477 48,640 49,204

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
コロナ禍の影響が少なくなり、大会等が増えたため、利用者数は増加したが、稼働率は減少し
た。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会の提供や広報に取り組み、あらためて施設の利用促進を図る。ま
た、市民に対しての施設認知度を上げる方策を検討しながら、新規利用者の増加を当面の目標とする。
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事務事業進捗報告シート

62 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 学校体育施設開放事業 事業期間 昭和

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的
学校教育に支障がない範囲で体育館などの学校体育施設を有効利用し、子どもの安全な遊び場及び地域住民
の身近なスポーツ活動の場として活用している。

事業の対象者 佐賀市民、市内在勤者、市内在学者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成23年10月から使用料を無料（夜間照明を除く）に統一し、平成24年度からは学校体育施設開放運営
委員会による管理運営を実施している。（現在52校）旧市内10小学校及び川副中学校テニスコートには夜間
照明施設を設置している。
運営委員会と連携し、安心安全な利用の促進を図った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

5,331 5,022 5,020 4,870

　　事業総額 5,331 5,022 5,020 4,870

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

642,529
658,600 691,500 708,800 726,500

576,942 723,445 677,749

成果指標② 単位

利用件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
利用団体数の増加により利用件数は上昇傾向にあるが、大会・行事等の減少により利用者数
は減少している。

成果目標達成に向けた対応策等

各学校体育施設における社会体育用品等の充実を図り、身近なスポーツ施設として、市民の利用促進を図る。また、スポーツ施設
との相互利用をさらに促進させるため、管理運営方法の見直しを行う。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 西神野運動広場運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的
市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(面積)10,200㎡、(開館時間)午前6時から午後7時まで

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成18年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。
12月から野球及びソフトボールの予約受付を中断した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

465 627 627 627

　　事業総額 465 627 627 627

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

12,722
16,000 18,000 18,500 19,000

11,732 10,529 10,194

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
12月から少年野球及びソフトボールの新規予約を中断し、1月からは利用中止としたため、利用
者数及び稼働率はともに減少した。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポの駐車場として使用されるため、利用者数の減少が予想されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにス
ポーツに触れる機会を提供し、国スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。また、野球及びソフトボールの利用を中止して
いるため、サッカーや陸上、グラウンドゴルフなどの新規利用団体の確保を行う。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 春日運動広場管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(運動場)12,388㎡ 野球2面、ソフトボール2面
(テニスコート)クレーコート4面、（開館時間）日の出から日没まで

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成29年度から指定管理者制度を導入し、施設の適正な管理・運営を図っている。令和4年度から令和8年度
までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,253 1,253 1,253 1,253

　　事業総額 1,253 1,253 1,253 1,253

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

21,326
27,000 30,000 32,000 34,000

18,053 18,469 17,179

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
国スポリハ大会の駐車場としての使用や大雨、台風等の影響により、利用者数及び稼働率はと
もに前年度よりも減少した。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポの駐車場として使用されるため、利用者数の減少が予想されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにス
ポーツに触れる機会を提供し、国スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 富士運動広場管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安
全・安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(運動広場)8,500㎡野球・ソフトボール1面、夜間照明施設(屋内練習場)350㎡、
(開館時間)運動広場:日の出から午後10時、屋内運動場:午前8時から翌日午前8時

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

グラウンド整備やトイレ清掃は業務委託を行った。また、利用申請受付・使用料徴収等は富士支所で対応し、施
設の適正な管理・運営を図っている。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。
施設安全面の観点から相撲場を撤去した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

4,476 1,039 1,727 1,976

　　事業総額 4,476 1,039 1,727 1,976

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

6,607
6,800 7,000 7,200 7,400

5,925 5,905 3,390

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
国スポリハ大会で駐車場として使用したことや、運動広場において野球での利用者が減少したこ
とで、利用者数及び稼働率の目標値を達成することができなかった。

成果目標達成に向けた対応策等
利用者数及び稼働率が年々減少傾向にあるため、施設の利用自体を促す必要性がある。今ある設備や周辺環境を分析し、施設
の認知度を上げる方策を検討し、定期利用団体だけでなく、その他の利用者を確保する。また、国スポ・全障スポの駐車場として使
用されるため、利用者数の減少が予想されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会を提供し、国
スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 三瀬グラウンド管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的
市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(面積)9,650㎡ 野球1面、ソフトボール2面、夜間照明(開館時間)日の出から午後10時

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

三瀬グラウンドのグラウンド整備やトイレ清掃は業務委託を行った。また、利用申請受付・使用料徴収等は三瀬支
所で対応し、施設の適正な管理・運営を図っている。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,814 1,387 1,413 1,384

　　事業総額 1,814 1,387 1,413 1,384

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

4,767
8,000 10,000 10,500 11,000

4,952 5,574 6,394

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
コロナ禍の影響が少なくなり、大会等が開催されるようになったため、前年度よりも利用者数及び
稼働率はともに増加した。

成果目標達成に向けた対応策等

利用者数及び稼働率は前年度よりも増加したが、目標値を達成できていないため、施設の利用自体を促す必要性がある。現状設
備や周辺環境を分析し、施設の認知度を上げる方策を検討しながら、定期利用団体や新規利用者の増加を当面の目標とする。
国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会の提供や広報に取り組み、あらためて施設の利用促進を図る。
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 三瀬勤労福祉センター管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(競技場)787㎡ バレーボール2面、バドミントン3面、剣道4面、卓球台5台(開館時間)午前9時か
ら午後10時

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

体育館の床・窓の清掃、トイレ清掃、消防設備点検は業務委託を行った。また、利用申請受付・使用料徴収等
は三瀬支所で対応し、施設の適正な管理・運営を図っている。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,613 1,625 2,154 1,711

　　事業総額 1,613 1,625 2,154 1,711

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

2,314
5,000 5,500 5,600 5,700

3,632 4,479 3,905

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
市外者の利用は増加したが、大会の減少により利用者数は減少した。また、利用者数及び稼働
率の目標値を達成することができなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

稼働率が2割を下回っており、利用者数も前年度よりも減少しているため、施設の利用自体を促す必要性がある。現状の設備や周
辺環境を分析し、施設の認知度を上げる方策を検討をする。また、国スポ・全障スポの開催を契機に、市民がスポーツに触れる機会
を広報・提供し、施設利用者の増加を図る。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 三瀬プール管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】25m×5コース(内1コース徒歩用)、シャワー室、更衣室、交流室25㎡
(開館時間)午前10時から午後4時※7月下旬～8月末のみ開館

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

水質検査、設備点検は業務委託を行った。また、利用受付・使用料徴収等は会計年度任用職員で対応し、施
設の適正な管理・運営を図っている。
※令和5年度はプール監視員の人員を確保することができなかったため、一般利用の開館を中止した。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

304 560 681 590

　　事業総額 304 560 681 590

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
1,800 1,900 2,000 2,100

1,373 1,587 1,064

成果指標② 単位

使用料収入 円

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
前年度と同様に学校プールは開放されたが、一般利用の開放はプール監視員を確保することが
できなかったため、実施していない。そのため、利用者数と使用料収入は目標を達成することがで
きなかった。

成果目標達成に向けた対応策等

一般利用の開放に向けて、プール監視員の人員を確保し、安心・安全な利用ができるように努める。利用期間が6月から9月の日中
のみとなっているため、利用者のほとんどが地域の児童で占められている。一般開放を行い、より多くの方々に施設を利用してもらえる
ように施設の認知度を上げ、利用促進を図ることを当面の目標とする。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 東与賀運動公園体育施設管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】(運動広場)15,280㎡ 野球・ソフトボール1面、夜間照明、テニスコート砂入り人工芝2面・クレー2
面、夜間照明、スポーツルーム(開館時間)日の出から午後9時30分(屋内は午前8時30分から午後10時)

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成28年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、グラウンド整備等、施設の
適正な管理・運営を図っている。平成28年度から令和2年度の更新を経て、令和３～７年度までの指定管理者
は(公財)佐賀市スポーツ協会。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

7,828 7,295 8,775 7,487

　　事業総額 7,828 7,295 8,775 7,487

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

30,992
31,000 32,000 33,000 34,000

31,782 38,083 34,792

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
大雨や台風等の影響により、利用者数及び稼働率は前年より減少しているが、利用者数は目
標値を達成できた。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会の提供や広報に取り組み、あらためて施設の利用促進を図る。ま
た、市民に対しての施設認知度を上げる方策を検討しながら、新規利用者の増加を当面の目標とする。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 久保田グラウンド管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】（グラウンド）10,135㎡、野球・ソフトボール1面、夜間照明
(開館時間)日の出から午後10時(12月から3月の間は日没)まで

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

通常は、グラウンド整備やトイレ清掃は業務委託を行い、利用申請受付・使用料徴収等は久保田支所で対応
し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整など、施設の適正な管理・運営を図っている。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

4,681 4,007 2,182 10,860

　　事業総額 4,681 4,007 2,182 10,860

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,100
15,000 16,000 17,000 18,000

9,913 12,398 10,191

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない 大雨や台風等の悪天候の影響が大きく、利用者数及び稼働率が減少した。

成果目標達成に向けた対応策等

利用者数及び稼働率も前年度よりも低下しているため、施設の利用自体を促す必要性がある。現状の設備及び周辺環境の分析
や施設の認知度を上げる方策を検討することで、定期利用団体や新規利用者の増加を図る。また、国スポ・全障スポの開催を契機
に、市民がスポーツに触れる機会の提供・広報に取り組む。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 諸富文化体育館・諸富公園体育施設管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】アリーナ、トレーニング室、多目的室、(観客席)固定294席、移動1,000席、(開館時間)午前9時
～午後10時／多目的広場、テニスコート、夜間照明(開館時間)日の出から日没（夏季のみ午後９時まで）

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成19年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

35,192 38,694 40,429 37,807

　　事業総額 36,254 38,694 40,429 37,807

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

60,293
85,000 90,000 95,000 100,000

73,660 83,100 91,693

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
利用者数・稼働率ともに目標値を達成することはできなったが、大会等が開催されるようになり、
利用者数は前年度より増加している。

成果目標達成に向けた対応策等

工事実施に伴い、利用者数が減少することが予測される。国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにスポーツに触れる機会の提
供や広報に取り組み、工事終了後の施設の利用促進を図る。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 大和勤労者体育センター・大和中央公園体育施設管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】アリーナ、卓球場、グラウンド、夜間照明、テニスコートハード2面・クレー2面
(開館時間)午前9時（屋外は日の出）～午後9時30分

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成19年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和３～７年度までの指定管理者は(公財)佐賀市スポーツ協会（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

17,802 14,527 14,722 14,519

　　事業総額 19,023 15,025 14,722 14,519

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

52,269
70,000 75,000 76,000 77,000

61,943 64,784 65,419

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
利用者数・稼働率ともに目標値を達成することはできなかったが、大会や団体利用の増加に伴
い、利用者数・稼働率は増加傾向にある。

成果目標達成に向けた対応策等

国スポ・全障スポの駐車場として使用されるため、利用者数の減少が予測されるが、国スポ・全障スポ開催を契機に、市民がさらにス
ポーツに触れる機会を提供し、国スポ・全障スポ期間前後の施設の利用促進を図る。
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事務事業進捗報告シート
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１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 スポーツパーク川副・川副運動広場管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】多目的広場、夜間照明、体育センター、トレーニングルーム、バラエティールーム、剣道場、柔道場、弓
道場、近的射場3人立、川副運動広場(開館時間)午前9時から午後10時

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

平成22年度から指定管理者制度を導入し、各種スポーツ大会等の円滑な利用調整、施設の適正な管理・運営
を図っている。令和2年～令和6年度までの指定管理者は非営利特定法人かわそえスポーツクラブ（当初からの
継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、スポーツ大会の開催及びスポーツ利用の促進を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

31,036 31,526 31,297 36,620

　　事業総額 31,036 31,526 31,297 36,620

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

85,571
95,000 100,000 105,000 106,000

90,280 99,006 93,516

成果指標② 単位

稼働率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
定期利用団体数の増加により、稼働率は目標値を達成することができたが、大会の減少により
利用者数は減少した。

成果目標達成に向けた対応策等

定期利用団体数の増加に伴い、今後も稼働率は上昇していくことが期待される。令和6年度は国スポ・全障スポが開催されるため、
これを契機にスポーツの機会を幅広く市民に広報・提供していく。また、施設の利用促進を図り、利用者数をコロナ禍前の水準に戻す
ことを当面の目標とする。
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事務事業進捗報告シート

16 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 佐賀市健康運動センター管理運営事業 事業期間 平成

基本事業 自主的な健康づくりの支援

事業概要・目的

運動を中心とした活動や交流を通し、心身の健全な発展に寄与すると共に、生活習慣病予防のための運動習慣
の獲得、継続を目的とした施設。幼児期から高齢者、障がい者を対象とした様々な健康づくり事業を展開してい
る。【施設の概要】屋内施設(25mプール、トレーニングルーム、スタジオ、入浴施設、多目的
室など) 屋外施設(多目的グラウンド、ウォーキングコース、サッカー・ラグビー場など)

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、自分らしく自立した生活ができるまち

施策 17健康づくりの推進と保健・医療の連携

設立当初から指定管理者制度を導入し、平成30年～令和5年度までの指定管理者はサガン・ドリームス／健康
科学研究所／古賀商事　グループ（当初からの継続）。
新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことで、健康講話、食事相談、水泳教室、親子ふれあいサッカー教
室、子どもカラダつくり運動教室等を行うことができた。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

180,845 187,577 175,060 173,185

　　事業総額 183,052 191,072 175,060 173,185

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

205,895
260,000 270,000 275,000 280,000

186,391 217,171 234,564

成果指標② 単位

稼働率（屋外施設のみ） ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
プール復旧工事の影響もあり、利用者数の目標値は達成できなかったが、ダイレクトメールの送付
や近隣地域へのチラシ配布などで集客を図ったことにより、前年度よりも利用者が増加した。また、
国スポのプレ大会開催も利用者増加の要因となった。

成果目標達成に向けた対応策等

サッカー場は国スポ・全障スポの大会会場となっているため、国スポの開催に伴い、サッカー場の利用者数は増加が見込まれる。その
他の施設に関しては、令和5年度と同様にダイレクトメールの送付やチラシの配布、プール再開の案内を行い、利用者数の増加を図
る。
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事務事業進捗報告シート

4 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 富士しゃくなげ湖水上競技場管理運営事業 事業期間 令和

基本事業 スポーツ施設の整備と活用

事業概要・目的

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている社会を目指して、利用しやすい安
全・安心・快適なスポーツ環境を提供する。
【施設概要】管理棟207㎡、艇庫427㎡
　　　　　　　ボートコース8コース（カヌーコース兼用）、リギング広場3,000㎡程度

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   

施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

令和4年度5月に供用開始し、カヌー・ボート競技による強化練習、大会等を優先（国スポ・全障スポの開催まで
予定）して稼動した。
国スポリハ大会や合宿の受け入れ、船外機を用いた実証実験を行った。

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

5,814 13,175

　　事業総額 5,814 13,175

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,500 2,000

1,044 3,821

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している 練習や大会等が増えたことによって、利用者数が前年度から大幅に増加した。

成果目標達成に向けた対応策等

令和6年度は国スポ・全障スポが開催され、カヌー競技・ボート競技ともに利用者の増加が予想される。今後も利用者の増加を図る
ために、施設等の整備強化や施設の認知度を上げる方策を検討していく。
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事務事業進捗報告シート

16 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 健康運動センター施設維持管理経費（通常修繕） 事業期間 平成

基本事業 自主的な健康づくりの支援

事業概要・目的
老朽化した施設、整備等の改修を行うことにより施設の安全性及び快適性の向上を図る。
利便設備の設置や改修を行うことにより利用者の利便性向上を図る。
市民のニーズに対応した施設、設備等の整備を行うことにより施設の充実を図る。

事業の対象者 佐賀市民、隣県・市外からの施設利用希望者

年度

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 住み慣れた地域で支え合い、自分らしく自立した生活ができるまち   

施策 17健康づくりの推進と保健・医療の連携

レッグプレス＆カーフレイズ1台購入
プール用レーンロープ4組購入

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,539 1,993

　　事業総額 2,539 1,993

成果指標① 単位

利用者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

205,895
260,000 270,000 275,000 280,000

188,275 217,171 234,564

成果指標② 単位

稼働率（屋外施設のみ） ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
利用者数の目標値は達成できなかったが、ダイレクトメールの送付や近隣地域へのチラシ配布な
どで集客を図ったことにより、前年度よりも利用者が増加した。また、国スポのプレ大会開催も利
用者増加の要因となった。稼働率は目標値を達成することができた。

成果目標達成に向けた対応策等

サッカー場は国スポ・全障スポの大会会場となっているため、国スポの開催に伴い、サッカー場の利用者数は増加が見込まれる。その
他の施設に関しては、令和5年度と同様にダイレクトメールの送付やチラシの配布を行い、利用者数の増加を図る。
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公共事業進捗報告シート

4 ~ 6 年度

１　公共事業の基本情報

２　事業の進捗率

令和6年度

公共事業名 諸富文化体育館改修事業 事業期間 令和 令和

スポーツ施設の整備と活用

整備概要 諸富文化体育館の空調機器更新

整備の目的
経年劣化（供用開始後約27年経過）が進む空調機器を更新することにより、利用者の快適性・安全性の向上
を図る。

事業費決算（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

担当部署・係名 スポーツ振興課　管理係 担当課⾧名 江頭　和恵

総合計画に
おける位置づけ

政策 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち   
施策 27誰もが親しめる市民スポーツの充実

基本事業

工事請負費 76,500

区分 R4年度 R5年度 R6年度 年度 年度

用地購入費

測量・監理等委託料 3,748

その他事務費等

補償費

うち佐賀市の負担 448 7,700

計 3,748 76,500 0 0 0

工事請負費 76,500

区分 年度 年度 年度 年度 合計

用地購入費 0

測量・監理等委託料 3,748

その他事務費等 0

補償費 0

8,148

計 0 0 0 0 80,248

R4
目標

R5
目標

R6
目標

うち佐賀市の負担

目標

実績

目標 目標 目標

実績

2.0% 100.0% 100.0%

目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

目標 目標

2.0% 39.0%
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